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紙面から 3月の出来事
●時　事
  9日  東証、バブル後最安値
  9日  定額給付金申請受付始まる
10日  08年度上場企業の倒産、戦後最悪
13日  福岡で観測史上最も早い桜開花
23日  野球WBCで日本連覇

●山梨県中央会ニュース
  3日  女性部会県大会
  8日  第14回中小企業組合まつり
19日  農商工等連携事業計画「クレソン」
　   　認定（㈱みしな食品・大辻クレソン）
24日  第11回正副会長会議、第4回理事会

 4月の予定
28日  第1回正副会長会議

2面　施策情報/息吹
3面　景況情報/業界の声
4面　アクティブ組合
5面　労働事情実態調査
6面　労働事情実態調査
  　　拠点事業経営セミナー
7面　漬物組合
  　　労働基準法の一部改正法が成立
8面　中央会女性部県大会
  　　通常総会案内/退職者紹介

　
中
央
会
は
３
月
８
日
、甲
府
市
大
津
町
の「
ア
イ
メ

ッ
セ
山
梨
」に
お
い
て
、「
第
14
回
中
小
企
業
組
合
ま
つ

り
」を
開
催
し
た
。本
会
の
会
員
組
合
を
中
心
に
75
の

組
合
・
企
業
、
同
時
開
催
の「
介
護
健
康
フ
ェ
ア
」か
ら

は
55
企
業
の
全
１
３
０
団
体
が
出
展
し
た
。

　
開
場
式
に
は
、山
梨
県
知
事
を
は
じ
め
、国
会
議
員
、

市
町
村
長
、県
会
議
員
、県
庁
の
幹
部
、関
連
団
体
代
表

な
ど
が
参
加
し
た
が
、内
藤
会
長
は
、
今
年
の
中
央
会

の
活
動
テ
ー
マ
「
躍
動
す
る
中
小
企
業
!!
　
山
梨
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
が
未
来
を
変
え
る
」
を
紹
介
し
、甲
州
財
閥
な

ど
の
山
梨
の
先
達
が
日
本
の
近
代
化
に
果
た
し
た
貢

献
は
大
き
く
、
そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
出
展
企
業
に
も
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
、
県
民
に
大
い
に
ア
ピ

ー
ル
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
た
だ

き
た
い
と
挨
拶
を
し
た
。

　
昨
年
に
続
き
、山
梨
県「
地
場
産
業
振
興
事
業
」の
補

助
を
受
け
、地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
製
品
、新
サ
ー

ビ
ス
の
開
発
・
既
存
の
製
品
の
販
路
拡
大
に
向
け
た

意
欲
的
な
組
合
等
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

　
ま
た
、
山
梨
県
の
産
業
基
盤
を
支
え

て
い
る「
地
場
産
業
」を
も
っ
と
県
民
の

皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、特
に
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
、
織
物
及
び
ワ
イ
ン
に
関

す
る
展
示
を
行
っ
た
。
ジ
ュ
エ
リ
ー
コ

ー
ナ
ー
で
は
写
真
パ
ネ
ル
に
よ
る
ジ
ュ

エ
リ
ー
の
歴
史
や
水
晶
原
石
等
の
展
示
、

最
新
の
K
o
o�

F
u�

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
付
を

行
っ
た
。織
物
コ
ー
ナ
ー
で
は
、ふ
じ
や

ま
織
の
パ
ネ
ル
展
示
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
配
付
を
行
っ
た
。
ワ
イ
ン
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
宮
光
園
な
ど
の
勝
沼
の
昔
の
風

景
の
上
映
、
昔
の
破
砕
機
、
葡
萄
籠
、
天

秤
棒
や
作
業
風
景
の
写
真
の
展
示
、
ワ

イ
ン
の
製
造
工
程
の
パ
ネ
ル
展
示
を
行

っ
た
。本
会
が
支
援
し
、農
商
工
等
連
携
事
業
の
認
定

を
受
け
た

み
し
な
食
品
・
大
辻
ク
レ
ソ
ン
の
ク
レ

ソ
ン
の
漬
物
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
多
く
の
人
が

訪
れ
、試
食
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
が
、「
さ
っ

ぱ
り
し
て
い
て
美
味
し
い
」
、「
早
く
販
売
し
て
欲
し

い
」と
い
う
声
が
多
か
っ
た
。

　
屋
内
に
は
郡
内
織
物
組
合
、ワ
イ
ン
組
合
、
宝
飾
研

磨
関
係
組
合
、製
材
団
地
組
合
な
ど
の
地
場
産
業
組
合

の
即
売
・
展
示
に
加
え
、整
体
治
療
体
験
、専
門
家
の
相

談
コ
ー
ナ
等
の
出
展
が
あ
っ
た
。屋
内
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

山
宮
保
育
園
の
園
児
の
太
鼓
演
奏
、甲
斐
市
文
化
協
会

の
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
、数
々
の
イ
ベ
ン
ト
や
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
が
演
じ
ら
れ
た
。恒
例
と
な
っ
た「
宮
川

道
場
」の
チ
ビ
ッ
コ
に
よ
る
空
手
演
舞
が
披
露
さ
れ
た
。

チ
ビ
ッ
子
格
闘
家
が
日
頃
鍛
え
た
空
手
道
の
技
を
ス

テ
ー
ジ
狭
し
と
披
露
し
、見
物
の
人
々
か
ら
多
く
の
拍

手
が
湧
き
上
が
っ
て
い
た
。

　
同
時
開
催
さ
れ
た
介
護
フ
ェ
ア
の
ブ
ー
ス
で
は
、マ

ッ
サ
ー
ジ
の
無
料
体
験
、
身
体
機
能
測
定
、
福
祉
用
具

の
展
示
や
健
康
器
具
の
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
大
人
と
子
供
を
分
け
て
福

ま
き
を
行
っ
た
が
、
小
学
生
以
下
を
対
象
と
し
た「
子

供
福
ま
き
」は
、本
会
女
性
部
と
ト
ラ
ッ
ク
協
会
女
性

部
が
行
い
、
小
さ
い
子
供
に
は
手
渡
し
を
し
て
商
品

が
行
き
渡
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。「
五
穀
豊
穣
福
ま
き
」

は
、協
賛
社
の
代
表
が
福
を
ま
い
た
が
、野
菜
を
手
に

し
た
人
の
、
に
こ
に
こ
顔
の
満
足
げ
な
表
情
が
見
ら

れ
た
。

　
屋
外
の
働
く
自
動
車
の
展
示
、
特
に
高
所
作
業
車

の
体
験
乗
車
、ソ
ー
ラ
ー
新
幹
線
・
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
乗
車

体
験
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、
春
の
う
ら
ら
か
な
陽

差
し
の
中
、
子
供
た
ち
の
歓
声
が
何
時
ま
で
も
続
い

て
い
た
。

あいさつする内藤会長
屋
外
飲
食
コ
ー
ナ
ー
風
景

ソ
ー
ラ
ー
新
幹
線
の
乗
車
体
験



 

本
業
を
離
れ
る
な
、本
業
を
続
け
る
な
、

 

本
業
の
中
身
を
変
え
よ

　
企
業
の
存
続
は
、
企
業
に
と
っ
て
の
基
本
と
な
る
本
業
が
あ
っ

て
こ
そ
だ
。
本
業
が
栄
え
て
い
な
け
れ
ば
、
存
続
し
な
い
し
、
長
く

続
い
て
い
る
企
業
に
は
社
会
に
役
立
っ
て
い
る
業
が
あ
る
。
と
は

い
え
本
業
に
安
住
は
禁
物
だ
。
本
業
と
思
い
込
ん
で
い
る
の
は
、

当
の
企
業
だ
け
で
、
当
の
企
業
が
本
業
と
誇
る
業
が
、
厳
し
く
時

代
や
社
会
、
市
場
に
よ
っ
て
鍛
錬
さ
れ
、
自
ら
も
絶
え
ま
ず
磨
く

こ
と
を
怠
る
と
、
何
百
年
続
い
た
企
業
も
明
日
が
な
い
。
慢
心
か

ら
本
業
を
自
ら
崩
壊
さ
せ
て
い
る
企
業
を
数
え
上
げ
る
に
枚
挙

の
い
と
ま
が
無
い
。

　
株
式
会
社
　
斎
藤
農
機
製
作
所
（
山
形
県
酒
田
市
、
齋
藤
成
徳

社
長
）
の
社
訓
「
本
業
を
離
れ
る
な
、
本
業
を
続
け
る
な
、
本
業
の

中
身
を
変
え
よ
」
に
は
本
業
に
お
ご
ら
ず
、
甘
え
ず
、
絶
え
ず
顧
客

の
ニ
ー
ズ
に
敏
感
で
、
時
代
・
市
場
の
変
化
を
十
分
汲
み
取
ろ
う

と
す
る
同
社
の
深
い
考
え
方
が
読
み
取
れ
る
。

　
本
業
か
ら
離
れ
た
こ
と
は
し
な
い
。
し
か
し
、
何
が
本
業
な
の

か
は
時
代
の
変
化
と
共
に
変
え
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
実
際
に

変
え
て
い
く
。そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
本
業
の
中
身
を
変
え
て
い
く
。

こ
う
す
れ
ば
自
ず
と
本
業
の
本
質
的
な
中
身
は
変
わ
っ
て
い
く

は
ず
で
あ
る
。

　
変
化
し
た
、
自
ら
が
変
え
た
新
た
な
本
業
は
、
お
客
様
に
も
評

価
さ
れ
る
。
こ
の
繰
り
返
し
、
そ
し
て
「
本
業
の
中
身
」
は
企
業
が

存
続
す
る
限
り
、幾
通
り
も
あ
り
続
け
る
。

　
こ
の
タ
イ
ト
ル
は
「
ｅ
│
中
小
企
業
ネ
ッ
ト
マ
ガ
ジ
ン
」
の
巻

頭
コ
ラ
ム
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
り
、
一
部
を
引
用
し
た
も
の
で
す
。

注
‥「
本
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
記
載
の
巻
頭
コ
ラ
ム
等
の
記
事
は
、出
典
を

明
ら
か
に
し
て
頂
け
れ
ば
ご
自
由
に
引
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　日本政策金融公庫では、景気後退により経営環境が急激に悪化するなかで、資金繰りに困難をしている中小企業のみなさまを、セーフティ
ネット貸付により積極的に応援しています。 

 ●セーフティネット貸付とは？
　「セーフティネット貸付」には、｢経営環境変化対応資金｣と｢金融環境変化

対応資金｣があります。前者は、今般の景況悪化等の影響により売上や利益

が減少している中小・小規模企業、後者は国際的な金融不安等を背景に金

融機関との取引状況が変化し、資金繰りに困難をきたしている中小・小規

模企業の経営の安定を図るために、政府系金融機関である日本政策金融

公庫が資金を貸し付ける制度です。

 ●セーフティネット貸付の融資制度を拡充しました！
　資金繰りの円滑化に資するため、セーフティネット貸付の利率の引下

げや貸付限度額の拡充などを行っています。詳しくは、下記の表をご覧く

ださい。（下線部が拡充部分）�

  

 ●中小・小規模企業なら原則として業種を問わず
 　利用できます！
　長期固定の低金利で融資を受けられるというメリットがあり、中小・小

規模企業であれば、原則として業種を問わず、利用することができます。

 
 ●ご相談は全国152店舗の日本政策金融公庫へ
　セーフティネット貸付を利用する方で、既存の公庫融資を受けている

方は、既存の公庫融資分と合わせて一本化するなどの借り換えをするこ

ともできます。その際の利用限度額は、適用したセーフティネット貸付制

度（経営環境変化対応資金または金融環境変化対応資金）の貸付限度額と

なります。

　セーフティネット貸付のご利用をお考え

の方は、お近くの日本政策金融公庫の窓口

へご相談ください（全国152店舗）。

　また、商工中金でも独自のセーフティネ

ット貸付を実施しています。詳しくは、お近

くの商工中金の窓口（甲府支店：TEL055-

233-1161）にお問い合わせください。

 お問い合わせ先

日本政策金融公庫　甲府支店
　s国民生活事業　甲府市丸の内2-30-2 
　　　　　　　　　甲府第一生命ビル4階
　　　　　　　　　TEL 055-224-5361
　s中小企業事業　甲府市丸の内1-17-10
　　　　　　　　　東武穴水ビル9階
　　　　　　　　　TEL 055-228-5790

融資対象者

資金使途

貸付限度額
　国民生活事業

　　　　　　中小企業事業

返済期間（据置期間）

利　率

経営環境変化対応資金

○社会的、経済的環境の変化により、
売り上げや利益が減少するなど、業
況が悪化している方

※新たに設置された「『生活対策』中小
企業金融緊急特別相談窓口」など、
特別相談窓口の対象者に該当する
場合、ご利用が可能です。

運転資金、設備資金

　  4,800万円

7億2,000万円

運転資金：8年以内（3年以内）

設備資金：15年以内（3年以内）

金融環境変化対応資金

○金融機関との取引状況の変化により、
資金繰りに困難を来している方

○国際的な金融不安や経済環境の変
化を背景に、取引金融機関から借入
残高の減少などの取り扱いを受け
ている方

運転資金、設備資金

別枠　4,000万円

別枠　　　 3億円

運転資金：8年以内（3年以内）

設備資金：15年以内（3年以内）

基準利率※ 
（ただし、最近の売り上げ、利益率等が減少するなど業績が特に悪化している
方の運転資金は、基準利率よりも0.3％引き下げられます。）
※利率は、担保の有無、返済期間その他個別の事情により変動します。 



データから見た業界の動き（平成21年2月分）

収益状況
2008年2月

景況感
2008年2月

売上高
2008年2月

2009年2月 2009年2月2009年2月

減少
50% 不変

36%

増加
14%

悪化
54%

不変
42%

好転
4%

悪化
50%

不変
46%

好転
4%

減少
82%

不変
14%

増加
4%

悪化
72%

不変
24%

好転
4%

悪化
76%

不変
22%

好転
2%

山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告（平成21年2月分）

　本県の2月の景況は、全業種のDI 上高
－78（前年同月比－42）、収益状況－68（前年年同
月比－18）、景況感－74（前年同月比－28）と）と、
依然として厳しい状況である。
　業種別の製造業のDI値では、売上高－70（前
年同月比－50）、収益状況は－65（前年同
月比－20）、景況感は－75（前年同月比
－35）となっており、コメントにも見られ
るように工場稼働率の低下、一時帰休など操
業時間の調整を強いられている状況が見られる。。
　非製造業のDI値では、売上高－83（前年同月同月
比－36）、収益状況－70（前年同月比－17）、景況感－73（前年同月比－
23）となっており、一年を通じても、例年落ち込みが見受けられる2月期
ではあるが、今回はさらに悪化傾向が進んでいる状況である。
　一般消費者相手の業種では、春のシーズンに期待したいとする意見も
見られるが、景気の先行きはまだまだ不透明であり、新年度の景気動向に
よっては益々、淘汰が進むことが危惧される。

　�

有
限
責
任
中
間
法
人
　
山
梨
県
木
材
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
戸
栗 

　
敏 

氏
県産材のプレカット加工現場

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
昨
年
か
ら
続
き
世
界
規
模
で
の
経

済
不
況
の
影
響
を
受
け
、地
方
で
も
年

明
け
か
ら
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い

る
。
景
気
の
底
上
げ
に
は
、
中
小
企
業

の
事
業
活
動
の
活
性
化
が
必
須
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
2
月
の
調
査
で
は
、

各
業
界
に
お
け
る
企
業
の
事
業
活
動

の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
要
因
に
つ
い

て
聞
い
た
。

▼
洋
菓
子
製
造
／
マ
ス
コ
ミ
の
連
日

の
企
業
の
業
績
悪
化
や
不
況
の
報

道
が
、消
費
マ
イ
ン
ド
の
低
下
を
助

長
し
て
い
る
。

▼
製
麺
／
高
齢
化
が
問
題
。

▼
ワ
イ
ン
／
高
齢
化
に
よ
り
廃
業
す

る
ブ
ド
ウ
農
家
が
あ
る
。

▼
織
物
／
中
上
級
品
の
売
れ
行
き
の

悪
化
。原
油
は
下
が
っ
た
が
、染
色
・

整
理
の
薬
品
の
値
が
下
が
ら
ず
コ

ス
ト
削
減
で
き
な
い
。
保
証
協
会

の
審
査
が
厳
し
く
借
り
入
れ
が
難

し
い
。

▼
ア
パ
レ
ル
／
業
界
で
は
価
格
決
定

権
を
大
多
数
が
取
引
先
が
持
っ
て

お
り
、主
体
的
な
動
き
が
で
き
な
い
。

▼
砂
利
／
公
共
事
業
・
民
間
需
要
の
低

迷
に
よ
る
建
設
・
生
コ
ン
業
界
の

不
況
。

▼
生
コ
ン
／
公
共
事
業
の
減
少
と
民

間
需
要
の
減
退
。

▼
貴
金
属
／
資
金
繰
り
。

▼
事
務
機
文
具
／
小
額
の
商
品
に
ま

で
及
ぶ
価
格
競
争
。

▼
衣
料
品
／
衣
に
対
す
る
消
費
意
識

の
低
下
。
ア
ジ
ア
に
シ
フ
ト
し
た

低
価
格
商
品
。

▼
食
肉
／
新
規
参
入
規
制
な
ど
の
様
々

な
規
制
。

▼
水
産
物
／
後
継
者
不
足
と
資
金
難

に
よ
る
近
代
化
の
遅
れ

▼
石
油
／
約
半
分
の
Ｓ
Ｓ
が
赤
字
経

営
で
資
金
繰
り
が
厳
し
い
。

▼
商
店
街
／
高
齢
化
、活
性
化
へ
の
意

欲
の
減
少

▼
不
動
産
取
引
／
宅
建
業
者
の
土
地

等
の
仕
入
れ
へ
の
融
資
に
対
す
る

金
融
機
関
の
審
査
の
厳
し
さ
。

▼
宿
泊
業
／
入
湯
税
。
固
定
資
産
税
。

円
高
に
よ
る
海
外
か
ら
の
観
光
客

の
落
ち
込
み
。
景
気
悪
化
に
よ
る

行
楽
客
の
減
少
。

▼
廃
棄
物
処
理
／
企
業
の
生
産
活
動

の
低
迷
、大
企
業
の
撤
退

▼
自
動
車
整
備
／
低
価
格
車
検
の
台

頭
に
よ
る
競
争
激
化

▼
建
設
業（
総
合
）／
受
注
量
の
減
少

と
と
も
に
金
融
機
関
で
は
融
資
対

象
業
種
と
し
て
受
け
止
め
て
も
ら

え
て
い
な
い
。

▼
型
枠
／
工
事
量
の
減
少
。

▼
鉄
構
／
官
公
・
民
間
需
要
の
停
滞
に

よ
る
工
場
稼
働
率
の
低
下
。
請
負

単
価
の
低
下
・
上
昇
難
に
よ
る
採

算
割
れ
。

▼
電
気
工
事
／
古
い
体
質
。３
ｋ
の
イ

メ
ー
ジ
。
高
齢
化
に
よ
る
組
合
員

の
減
少
。
電
気
工
事
に
新
規
に
携

わ
る
人
の
減
少
。

▼
管
設
備
／
資
材
の
値
上
げ
分
を
設

計
単
価
に
反
映
で
き
な
い
点
。

▼
バ
ス
／
買
い
手
市
場
の
な
か
で
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
欠
如
し
た
旅

行
業
者
が
い
る
こ
と
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）／
消
費
動

向
が
低
調
で
特
に
高
額
商
品
の
荷

動
き
が
鈍
く
、売
上
は
不
調
。

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）／
台
湾
輸

出
は
半
減
。
低
価
格
帯
は
ま
ず
ま

ず
だ
が
、
高
額
商
品
に
買
い
控
え

の
傾
向
有
り
。

●
食
料
品（
ワ
イ
ン
）／
中
央
会
の
協

力
で
京
都
市
に
て
試
飲
会
を
開
催
。

参
加
者
よ
り
良
い
反
響
あ
り
。
販

路
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
。

●
繊
維
・
同
製
品（
織
物
）／
３
月
は
裏

地
袖
裏
の
減
反
が
進
み
、
状
況
は

か
な
り
悪
く
な
る
。
ま
た
整
理
加

工
業
者
が
操
短
に
入
る
。

●
木
材
・
木
製
品
製
造
／
販
売
価
格
の

上
昇
に
よ
り
、
一
時
的
に
売
上
が

増
加
。た
だ
し
景
況
感
は
悪
い
。

●
窯
業
・
土
石
業（
砂
利
）／
河
川
護
岸

工
事
他
工
事
量
の
減
少
に
よ
り
対

前
年
比
売
上
が
減
少
。
新
規
Ｓ
Ｃ

の
出
店
計
画
の
延
期
な
ど
景
気
は

厳
し
い
。

●
一
般
機
器
／
３
・
４
月
の
受
注
見
込

み
は
現
状
通
常
の
15
％
程
度
し
か

な
い
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
）／
ほ
と
ん
ど
の

事
業
所
で
昨
年
の
半
分
程
度
の
受

注
・
売
上
。

■
非
製
造
業

●
卸
売（
衣
料
品
）／
こ
れ
か
ら
底
値

と
い
う
意
識
が
あ
り
、
新
規
受
注

量
の
低
下
が
顕
著
。
フ
ェ
イ
ス
在

庫
の
不
足
が
始
ま
る
と
予
想
。

●
小
売（
食
肉
）／
客
数
・
客
単
価
と
も

に
落
ち
込
み
。
量
販
店
が
一
斉
に

安
値
路
線
に
切
り
替
え
て
お
り
、

小
売
専
門
店
は
苦
戦
。

●
小
売（
水
産
物
）／
客
数
の
減
少
お

よ
び
客
単
価
が
大
き
く
減
少
し
て

い
る
。在
庫
を
多
く
持
て
な
い
現
状
。

●
小
売（
電
機
製
品
）／
地
域
店
が
推

進
し
て
い
る
オ
ー
ル
電
化
の
取
扱

店
数
・
取
扱
台
数
が
増
加
。
販
売
単

価
も
１
契
約
、
１
０
０
万
円
前
後

の
価
格
で
店
の
売
上
げ
及
び
粗
利

益
も
確
保
。

●
小
売（
石
油
）／
各
Ｓ
Ｓ
は
２
月
の

元
売
り
の
値
上
が
り
分
を
価
格
転

嫁
で
き
ず
苦
慮
。
３
月
は
２
月
の

原
油
価
格
の
値
上
が
り
や
為
替
レ

ー
ト
の
変
動
に
よ
り
、
３
円
程
度

の
値
上
げ
に
な
る
と
予
想
。

●
商
店
街
／
中
心
商
店
街
の
核
で
あ

る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
閉

店
で
通
行
量
減
少
と
売
上
減
少
。

●
廃
棄
物
処
理
／
企
業
の
生
産
活
動

の
低
迷
の
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

流
通
も
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
状
態
。

●
建
設
業（
型
枠
）／
昨
年
来
の
不
況

で
多
く
の
民
間
工
事
は
計
画
中
止

に
な
り
、
仕
事
量
の
減
少
は
先
が

見
え
な
い
。

●
建
設
業（
鉄
構
）／
鋼
材
Ｈ
型
鋼
の

値
下
げ
に
よ
り
受
注
価
格
の
中
の

加
工
費
が
下
落
。
首
都
圏
に
お
け

る
工
事
の
延
期
、
中
止
に
よ
り

1
5
0
万
ト
ン
の
鉄
骨
需
要
が
消

滅
。
こ
れ
ま
で
首
都
圏
の
物
件
を

受
注
し
て
い
た
県
内
の
業
者
に
も

手
持
ち
工
事
が
無
く
な
り
、
工
場

稼
働
率
が
30
％
程
度
ま
で
落
ち
込

み
。

●
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）／
貨
物
の
ロ
ッ

ト
が
小
口
化
し
て
き
て
い
る
。

業
界
の
現
況
は
？

　
山
梨
県
は
、
県
土
の
78
％
を
森
林
が
占
め
る
「
森
の
国
」
で

す
。
こ
れ
ら
の
森
林
が
も
つ
地
球
温
暖
化
防
止
や
県
土
の
保

全
、水
源
の
か
ん
養
な
ど
の
多
様
な
機
能
は
、私
た
ち
が
安
全
・

安
心
で
快
適
な
生
活
を
送
っ
て
い
く
上
で
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
業
界
は
、「
経
済
活
動
を
推
進
す

る
こ
と
で
環
境
に
貢
献
で
き
る
」
。
そ
の
た
め
、
将
来
を
担
う

子
供
た
ち
の
親
と
し
て
誇
り
を
持
っ
て
仕
事
を
す
る
べ
き
、

そ
ん
な
仕
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、外
材
の
普
及
、住
宅
関
連
の
景
気
悪
化
等
に
よ
り
、

業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
時
代
と
と
も
に
大
き
く
変
化
し
、

組
合
員
の
中
に
は
、経
営
の
効
率
化
、後
継
者
問
題
な
ど
の
悩

み
を
抱
え
る
事
業
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
展
開
は
？

　
前
述
す
る
よ
う
に
、
現
在
の
業
界
は
厳
し
い
時
代
を
迎
え

て
い
ま
す
。そ
ん
な
中
、今
年
度
、私
た
ち
は「
県
産
材
を
は
じ

め
と
す
る
木
材
の
利
用
促
進
」を
目
的
に
、建
築
士
、工
務
店
、

製
材
事
業
者
、
素
材
生
産
者
、
環
境
関
連
事
業
者
、
そ
の
他
異

業
種
の
方
々
が
幅
広
く
集
ま
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る「
有
限
責
任
中
間
法
人
山
梨
県
木
材
協
会
」を
設
立
し
ま
し

た
。
　
今
ま
で
の
業
界
は
、木
材
に
関
わ
る
業
者
が
個
々
に
動
き
、

ま
た
価
格
等
の
取
引
関
係
上
、
な
か
な
か
相
容
れ
な
い
部
分

も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、そ
れ
で
は
県
外
か
ら
進
出
す
る
ハ

ウ
ス
メ
ー
カ
ー
等
に
到
底
太
刀
打
ち
で
き
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

私
た
ち
山
梨
県
木
材
協
会
が
県
内
業
者
の
橋
渡
し
的
な
役
割

を
担
い
、
県
産
材
を
使
っ
た
山
梨
の
業
者
に
よ
る
建
物
造
り

等
が
可
能
に
な
れ
ば
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、県
産
材
の
品
質

向
上
、
流
通
整
備
、
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
ー（
県
産
材
認

証
）
等
の
安
定
供
給
事
業
、

経
営
サ
ポ
ー
ト
、普
及
啓
発
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
等

の
県
産
材
の
需
要
創
出
事

業
を
通
し
て
、山
梨
県
の
木

材
業
界
の
発
展
に
寄
与
し

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。



山梨県食品工業団地協同組合

山梨県中古自動車販売商工組合

上野原機械器具工業協同組合

　
山
梨
県
食
品
工
業
団

地
協
同
組
合
青
年
部
は
、

中
央
会
の
補
助
事
業
で

あ
る
青
年
部
研
究
会
を

活
用
し
、
３
月
11
日
・
12

日
に
視
察
研
修
を
実
施

し
た
。

　
11
日
に
は
、
内
堀
醸
造

株
式
会
社
ア
ル
プ
ス
工

場
を
視
察
し
、
内
堀
会
長
、

内
堀
社
長
、
杉
江
工
場
長

よ
り
説
明
を
受
け
た
。

　
社
長
は
、「
創
業
時
は

醤
油
、
味
噌
、
酢
の
製
造

と
塩
の
販
売
を
行
っ
て

い
た
が
、
昭
和
中
期
に
は
、

ス
ー
パ
ー
の
台
頭
に
よ
り
、醤
油
、味
噌
、塩
に
見
切
り
を
つ
け
、酢
に
特

化
し
、『
酢
の
話
は
当
社
に
』ま
で
専
門
化
し
た
。酢
造
り
は
酒
造
り
か
ら

を
企
業
理
念
に
、
自
然
の
恵
み
を
享
受
し
、
変
え
て
は
な
ら
な
い
伝
統

的
な
考
え
方
と
積
極
的
な
技
術
的
革
新
へ
取
組
ん
だ
。酢
に
特
化
す
る

中
で
、
絶
え
ず
商
品
開
発
を
行
い
、
米
酢
だ
け
で
な
く
フ
ル
ー
ツ
ビ
ネ

ガ
ー
、20
％
の
高
濃
度
酢
の
開
発
等
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
加
え
て
き
た
。」

と
説
明
し
た
。

　
12
日
に
は
、寒
天
関
連
商
品
製
造
の
伊
那
食
品
工
業
株
式
会
社
を
視

察
し
、井
上
社
長
及
び
久
保
田
長
野
営
業
所
長
よ
り
説
明
を
受
け
た
。

　
井
上
社
長
は
、「
中
央
、南
ア
ル
プ
ス
に
挟
ま
れ
た
伊
那
谷
が
大
好
き
。

必
然
的
に
受
け
入
れ
自
然
と
共
生
す
る
。」と
語
っ
た
と
お
り
、社
是
は
、

「
『
い
い
会
社
を
作
り
ま
し
ょ
う
』

〜
取
り
巻
き
の
す
べ
て
の
人
の

た
め
、
地
域
の
た
め
」
で
あ
る
。
社

員
重
視
の
考
え
で
、
福
利
厚
生
を

充
実
し
、
業
績
悪
化
時
も
給
料
は

下
げ
な
い
と
い
う
。
顧
客
本
位
を

貫
き
、
会
長
が
率
先
し
て
接
客
し
、

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
思
想
を
普

及
し
て
い
る
と
い
う
。

　
両
社
と
も
、
自
然
・
地
域
社
会

と
の
調
和
を
考
え
、
社
員
重
視
、

顧
客
本
位
の
姿
勢
で
、
伝
統
を
重

ん
じ
な
が
ら
常
に
革
新
に
取
り

組
む
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
、
今

後
の
会
社
経
営
の
参
考
に
な
る

研
修
で
あ
っ
た
。

研修風景

説明を熱心に聴く

経済的にやさしい人気の軽自動車

合同中古車フェア

　
上
野
原
機
械
器
具
工
業
協

同
組
合
（
小
俣
精
三
理
事
長
）

は
、
本
年
度
山
梨
県
知
事
か

ら「
中
小
企
業
労
働
力
確
保
法
」

に
基
づ
く
雇
用
管
理
の
改
善

計
画
の
認
定
を
受
け
、
当
該

計
画
に
基
づ
く
構
成
中
小
企

業
者
の
人
材
の
確
保
や
労
働

者
の
職
場
定
着
を
図
る
た
め

の
雇
用
管
理
の
改
善
に
関
す

る
事
業
（
中
小
企
業
人
材
確

保
推
進
事
業
）
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
当
組
合
の
位
置
す
る
上
野

原
市
は
、山
梨
県
の
最
東
部
で
、

東
京
都
と
神
奈
川
県
に
隣
接

し
て
お
り
、
首
都
圏
か
ら
県

内
へ
の
東
の
玄
関
口
と
し
て

重
要
な
拠
点
と
な
っ
て
お
り
、

か
つ
て
は
甲
斐
絹
の
盛
ん
だ

っ
た
地
域
で
、
織
機
の
製
造

修
理
の
需
要
が
機
械
産
業
の

母
体
と
な
り
、
鉄
工
場
を
育
成
し
時
代
の
動
き
と
共
に
転
進
し
、
電
気

機
械
器
具
、自
動
車
、精
密
機
械
器
具
、更
に
は
近
代
産
業
の
半
導
体
関

連
の
製
造
業
が
数
多
く
立
地
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、地
域
の
特
性
と
し
て
東
京
や
神
奈
川
等
の
近
郊
の

地
域
へ
労
働
者
が
流
出
し
て
お
り
、労
働
力
不
足
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ

り
、特
に
若
年
労
働
者
が
不
足
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
や
個
々
企
業
の
職
場
環
境
等
、

様
々
な
要
因
か
ら
、
新
規
学
卒
者
や
有
能
な
人
材
の
確
保
・
定
着
に
各

企
業
と
も
苦
慮
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、組
合
と
し
て
積
極
的
な
広
報
活
動
と
労
働

時
間
の
適
正
管
理
等
の
職
場
環
境
の
改
善
や
技
能
の
習
得
と
継
承
等
、

雇
用
管
理
全
般
に
わ
た
る
改
善
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、構
成

員
企
業
の
魅
力
を
高
め
、
人
材
の
確
保
と
定
着
を
促
進
す
る
た
め
、
本

年
度
か
ら
３
年
間
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
初
年
度
は
、労
働
力
需
給
及
び
雇
用
管
理

状
況
調
査
等
の
実
態
調
査
の
実
施
、企
業
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、社
会
保
険
制
度
等
の

労
働
セ
ミ
ナ
ー
や
技
術
力
向
上
の
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
、労
働
環
境
の
改
善
や
雇
用
の

拡
大
を
図
り
、未
来
産
業
の
動
向
に
期
待
を

寄
せ
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

労働セミナー講師の雨宮社会保険労務士

t企業ガイドブック

　
山
梨
県
中
古
自
動
車
販
売

商
工
組
合（
J
U
山
梨
、有
井

金
三
理
事
長
）は
３
月
７
日
、

８
日
の
両
日
、
甲
斐
市
篠
原

の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
場
（
組

合
共
同
施
設
）
で
「
第
22
回

J
U
山
梨
合
同
中
古
車
フ
ェ

ア
」を
開
催
し
た
。こ
の
合
同

中
古
車
フ
ェ
ア
は
「
安
心
と

信
頼
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
・
会
員
組
合
員

の
P
R
を
行
う
た
め
定
期
的

に
開
催
す
る
が
、
フ
ェ
ア
を

心
待
ち
に
し
て
い
る
人
た
ち

も
多
い
。

　
今
回
は
、
組
合
員
11
社
が

軽
自
動
車
を
中
心
に
ワ
ン

B
O
X
車
、R
V
車
、セ
ダ
ン

な
ど
幅
広
い
車
種
を
出
展
販

売
し
、
全
車
乗
り
だ
し
価
格

の
表
示
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、

来
場
者
か
ら
は
分
か
り
易
い

と
好
評
で
あ
っ
た
。

　
会
場
内
は
、天
候
に
も
恵
ま
れ
家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
な
ど
の
来
場

者
も
多
く
、気
に
入
っ
た
車
の
前
で
係
員
の
説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　
急
速
な
景
気
後
退
、個
人
消
費
の
低
迷
な
ど
か
ら
経
済
的
に
も
や
さ

し
い
軽
自
動
車
や

高
燃
費
の
小
型
車
、

ま
た
、
家
族
な
ど

多
数
乗
れ
る
ミ
ニ

バ
ン
の
人
気
が
あ

っ
た
。

　
そ
の
他
、
会
場

に
は
無
料
の
軽
食

コ
ー
ナ
ー
や
ド
リ

ン
ク
コ
ー
ナ
ー
、

エ
コ
グ
ッ
ズ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り

賑
わ
っ
た
。



 1．調査概要

（1）調査目的
　山梨県内における中小企業の労働事情を的確に把握し、適正な中小企業労働対策

の樹立並びに中央会労働支援方針の策定に資することを目的として、毎年定期的に

実施しているものである。

（2）調査の方法
　本会において、全国中小企業団体中央会が作成した「中小企業労働事情実態調査票」

を調査対象事業所に配布し、回答を求めた。

（3）調査時点
平成20年7月1日

（4）調査対象事業所数
　従業員規模300人未満の民営事業所（農業、水産を除く）600事業所

※製造業：330事業所、非製造業：270事業所

（5）調査対象産業
ⅰ．製 造 業　　①食料品　　②繊維工業　　③木材・木製品　　④印刷・同関連

　　　　　　　　⑤窯業・土石⑥化学工業　　⑦金属、同製品　　⑧機械器具

　　　　　　　　⑨その他

ⅱ．非製造業　　①情報通信業　　②運輸業　　③建設業　　④卸売業

　　　　　　　　⑤小売業　　⑥サービス業

（6）調査回収状況
有効回答数：247事業所（製造業：113事業所、非製造業：134事業所）

回　答　率：41.2%（製造業：34.2%、非製造業：50.5%）

（7）調査内容
ⅰ．経営について　　ⅱ．従業員の労働について　　ⅲ．退職金（年金）制度について

ⅳ．従業員の募集・採用・定着について　　ⅴ．高年齢者の雇用について

ⅵ．最低賃金引き上げの影響について　ⅶ．新規学卒者の採用について

ⅷ．賃金改定について

 2．調査結果

（1）経営状況は『悪い』が6.1%増加！ 
¡経営状況は前年度調査に比べ、『良い』が微増（0.1%増）したものの、『悪い』が大幅に

増加（6.1%増）した。特に非製造業の経営の厳しさが伺え、また従業員の規模別では、

小規模企業ほど経営の厳しさが増す結果となった。

¡経営上のあい路では「原材料・仕入品の高騰」（62.4%）がトップとなり、続く「販売

不振・受注の減少」を8.1%もはなす結果となった。

¡経営上の強みでは、「顧客への納品・サービスの速さ」（30.7%）がトップとなった一

方で、「組織の機動力・柔軟性」が前回調査に比べ1.1%減少しており、中小企業の強

みが薄れつつあると考えられる。

（2）企業規模が大きいほど、『残業時間が増加』、『有給休暇が取れない』!?
¡従業員１人あたりの週所定労働時間は、「40時間」（55.7%）が他を大きく引き離し

トップになった。また、製造業に比べ非製造業では、週所定労働時間が40時間を超

える企業割合が高い（非製造業19.5%�…製造業は7.1%）。

¡従業員の月平均残業時間では、「1～10時間未満」（30.4%）が最も高かった。ただ、月

平均残業時間が「30時間未満」では、企業規模が大きいほど月平均残業時間が長時

間となった。

¡年次有給休暇の平均付与日数では、「15～20日未満」（45.9%）がトップになった。ま

た、製造業では非製造業に比べ、年次有給休暇の平均付与日数が多いという結果と

なった。

¡年次有給休暇の平均取得日数では、「5～10日未満」（35.1%）が最も高く、次いで「10

～15日未満」（33.1%）となっている。ここでは、企業規模が大きくなるにつれて取

得日数が「5日未満」の割合が高くなっており、企業規模が大きい企業ほど有給休暇

の取得が難しくなっていると考えられる。

（3）退職金（年金）制度、約80%の企業が適用！
¡退職金制度は、「退職一時金制度のみがある」（49.0%）、「退職年金制度のみがある」

（15.8%）、「退職一時金制度と退職年金制度を併用している」（17.4%）と、退職金制

度を適用している企業の割合は約80%となった。

¡退職金の支払準備形態では、「中小企業退職金共済制度（建退共等を含む）」（54.2%）

がトップとなった。業種別では、製造業に比べ非製造業での「厚生年金基金制度」の

割合が18.5%高くなっている。また従業員規模別では、企業規模が大きくなるにつ

れて「社内準備（退職給与引当）」の割合が高くなっている一方、「中小企業退職金共

済制度（建退共等を含む）」の割合が低くなっている。

�

（4）新規採用、行っている企業は半数以下！
¡新卒者の採用では、「新卒者の定期採用は行っていない」（77.0%）が約8割に上った。

業種別では、新卒者採用の実施割合では、非製造業（18.0%）に比べ製造業（29.1%）

では高い。

¡採用人数での充足感では、製造業での充足感が高くなっている。特に製造業での中

途採用では、70%を超える企業が採用人数にある程度の充足感を感じている。その

他、新卒採用に比べ中途採用の実施割合は高く、中小企業では「即戦力」を期待した

採用が多くなっていると思われる。また、効果的であった募集方法では、新卒採用、

中途採用とも、「ハローワーク」の割合が最も高くなっている。

¡若手従業員の定着率では、同業他社に比べ「良い方である」（42.2%）、「同じくらい

である」（45.0%）と、企業はある程度、定着率には満足しているという結果となった。

また、経営状況との相互比較をすると、経営状況が「悪い」企業での定着率が「悪い

方である」という割合は、経営状況が「良い」企業でのそれの約3倍に上っている。

¡若手従業員定着のために行っていることは、「仕事のやりがいを教えている」（41.5%）

がトップとなっている。また業種別では、製造業では「作業環境の改善」、「賃金の引

き上げ」等に力を入れているのに対し、非製造業では「教育・訓練の充実」、「残業時

間の短縮」等に力を入れており、業種によっての違いも出ている。

�

（5）高年齢者の雇用、彼らが持つ「技術・経験」に期待！
¡定年年齢では、「60歳定年」を設けている企業の割合が約６割に達しており、定年延

●経営状況
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熱心に傾聴する参加者

　
中
央
会
で
は
地
域
力
連
携
拠
点
事
業
と
し

て
、地
域
の
経
営
者
等
を
対
象
に
、日
々
の
会

社
経
営
に
役
立
つ
内
容
の
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を

県
内
各
地
で
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
第
2
回

目
と
な
る
今
回
は
、
㈱
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
よ
り

古
川
英
夫
先
生
を
招
き
、『
伸
び
る
企
業
は
こ

こ
が
違
う
』
〜
企
業
　
生
き
残
り
の
条
件
〜

の
テ
ー
マ
で
講
演
し
て
頂
い
た
。
山

梨
県
民
信
用
組
合
と
共
同
開
催
で
行

わ
れ
た
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
2
月
の

6
日
間
、
県
内
６
会
場
に
お
い
て
、
同

組
合
の
得
意
先
を
は
じ
め
会
社
経
営

者
等
延
べ
1
6
2
人
が
参
加
し
た
。

　
講
演
概
要
は
次
の
通
り
。
①
経
営

計
画
作
り
の
重
要
性
│
企
業
の
存
続

の
源
泉
と
な
る
利
益
か
ら
積
み
上
げ

る
売
上
計
画
作
り
。
売
上
を
伸
ば
す

た
め
の
新
規
客
獲
得
の
営
業
方
法
②

業
績
を
上
げ
続
け
る
商
品
戦
略
│
プ

ロ
野
球
チ
ー
ム
を
例
に
シ
ェ
ア
別
商

品
・
能
力
別
社
内
人
材
の
サ
イ
ク
ル
と
効
率
的
な
回

転
に
つ
い
て
③
新
事
業
・
新
商
品
を
生
み
出
す
セ
オ

リ
ー
│
機
能
性
・
自
力
解
決
性
・
代
替
性
・
採
算
性
か

ら
見
る
新
商
品
開
発
の
ヒ
ン
ト
④
自
社
と
ラ
イ
バ
ル

の
強
み
・
弱
み
│
商
品
の
性
質
を
知
り
、ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
あ
る
い
は
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
ど
ち
ら
を
め
ざ
す
か
。

⑤
幹
部
・
管
理
者
の
育
て
方
│
幹
部
・
管
理
職
の
役
割

と
適
性
⑥
社
長
の
仕
事
・
条
件
│
経
営
方
針
決
定
と

自
社
事
業
の
点
検
、
社
内
の
意
思
統
一
。
知
識
・
挑
戦

意
欲
・
責
任
・
先
見
性

　
こ
の
不
況
下
に
お
い
て
も
必
ず
伸
び
る
企
業
は
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
企
業
の
社
長
の
条
件
お
よ
び
重
視

さ
れ
て
い
る
経
営
計
画
・
商
品
戦
略
・
商
品
開
発
・
人

材
育
成
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
身
近
な
事

例
を
交
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
。

　
中
央
会
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
経
営
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
す
る
予
定
で
、
ま
た
中
小
企
業
の
様
々
な

経
営
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

㈱オンリーワン　代表取締役 古川英夫氏
●地域力連携拠点事業：「中小企業元気力アップ事業」中小企業庁・経済産業省委託事業で地域の中小企業が直面するさまざまな課題に対して、
　連携拠点に指定された中央会をはじめ支援機関がワンストップで決め細やかな経営相談・支援を行うものです。

　長が進んでいない結果となった。しかし、非製造業では定年年齢「65歳以上」（23.9%）、

「定年は定めていない」（16.4%）が、製造業を上回っており、非製造業での定年延長

が進んでいることがうかがえる。

¡継続雇用制度の内訳では、「再雇用制度のみ」（44.4%）が最も高く、次いで「勤務延長・

再雇用制度の両方」（15.4%）、「勤務延長制度のみ」（11.1%）の順となっている。また

業種別では、製造業では「再雇用制度」、非製造業では「勤務延長制度」がそれぞれ進

んでいる。

¡継続雇用制度における対象者基準の有無では、基準を設けていない企業の割合が

半数以上に上った。また業種別では、非製造業での基準を設けていない割合が約６

割に上ったのに対し、製造業での割合は5割弱にとどまった。

¡高年齢者雇用への課題では、「賃金体系や水準の見直し」が半数以上を占め、人件費

等と高年齢者雇用の兼ね合いが課題とされている。

¡高年齢者への期待としては、「技能・技術の承継」（49.8%）、「経験・人脈を活かすこと」

（41.6%）がそれぞれ高く、彼らが今まで培ってきた「技術・経験」を期待している企

業が多いことがわかった。

�

（6）最低賃金引き上げ、生産効率アップで対応！

¡最低賃金引き上げの影響を聞くと、「ほとんどない」（48.0%）、「全くない」（25.6%）

の割合が高く、約7割の企業で「最低賃金引き上げの影響はあまりない」という結果

となった。

¡最低賃金引き上げへの対応としては、「生産性向上の努力をした」（56.4%）が最も

高く、生産効率を上げることで最低賃金引き上げへ対応している企業の実態がわ

かった。

（7）新規学卒者の採用、技術系で採用充足できていない!?
¡新規学卒者の平均初任給では、「大学卒」の技術系・事務系が、「高校卒」、「専門学校卒」、

「短大（含高専）卒」を大きく引き離す結果となった。

¡新規学卒者の採用状況では、「事務系」に比べ、「技術系」の採用充足率が10%ほど悪

くなっている。特に、「高校卒」及び「大学卒」の技術系での採用充足率が5割程度と

なっている。

¡平成21年3月の新規学卒者の採用計画では、昨年に比べ、採用計画企業数は2.8%減

少したものの、1企業当たりの採用予定人数は0.42人増加した。

（8）賃金改定、長引く景気低迷により「平均昇給率」が悪化！
¡賃金改定の実施状況では、「未定」（40.5%）、「引上げた」（25.9%）、「今年は実施しな

い（凍結）」（20.2%）の順に割合が高くなっており、「引上げた」企業もあるが、不透

明な経済状況により「未定」、「今年度は実施しない（凍結）」の企業も多かった。

¡賃金改定実施後の「平均昇給額」は1,826円、「平均昇給率」は0.64%となり、昨年（1.96%）

に比べ、1.32%も減少した。長引く景気低迷により、「平均昇給率」が悪化したもの

と思われる。

�

■最低賃金引き上げの影響がある場合の対応（複数回答）

■最低賃金引き上げの影響がある場合の対応（複数回答）
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■賃金改定後の平均昇給率
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 学　卒 職種系統 採用計画人数 採用実績人数 採用充足率(%)

 
山　梨　県

 技　術　系 65 41 63.1

 　 事　務　系 47 35 74.5

 
高　校　卒

 技　術　系 37 21 56.8

  事　務　系 23 13 56.5

 
専門学校卒

 技　術　系 14 12 85.7

  事　務　系 6 6 100.0

 短大(含高専)卒
 技　術　系 1 1 100.0

  事　務　系 6 6 100.0

 
大　学　卒

 技　術　系 13 7 53.8

  事　務　系 12 10 83.3



●1ヶ月60時間を超える時間外労働については、法定割増賃金率が、現行の25％から50％に引
き上げられます。（注1）
●ただし、中小企業については、当分の間、法定割増賃金率の引き上げは猶予されます。（注2）（※）
（注1）割増賃金率の引き上げは、時間外労働が対象です。休日労働（35％）と深夜労働（25％）の割増賃金率は、変更
　　  ありません。
（注2）中小企業の割増賃金率については、施行から3年経過後に改めて検討することとされています。

資本金の額または出資金の総額が
　小　売　業　5,000万円以下
　サービス業　5,000万円以下
　卸　売　業　1億円以下
　上記以外　3億円以下

または
常時使用する労働者数が
　小　売　業　50人以下
　サービス業　100人以下
　卸　売　業　100人以下
　上記以外　300人以下
（注）事業場単位でなく、企業（法人
　　または個人事業主）単位で判断
　　します。

●事業場で労使協定を締結すれば、1ヶ月に60時間を超える時間外労働を行った労働者に対して、
改正法による引き上げ分（25％から50％に引き上げた差の25％分）の割増賃金の支払いに代
えて、有給の休暇を付与することができます。（注1）

●労働者が有給の休暇を取得した場合でも、現行の25％の割増賃金の支払いは必要です。（注2）
（注1）この有給の休暇は、長時間の時間外労働を行った時から一定の近接した期間内に、半日単位などまとまった
　　 単位で付与することが考えられますが、詳細は改正法の施行までに、労働政策審議会で議論の上、厚生労働省
　　  令で定められます。
（注2）労働者が実際に有給の休暇を取得しなかった場合には、50％の割増賃金の支払いが必要です。

■具体例
時間外労働を76時間行った場合
→月60時間を超える16時間分の割増賃金の引き
上げ分25％（50％－25％）の支払に代えて、有
給の休暇付与も可能

→16時間×0.25＝4時間の有給の休暇を付与
（76時間×1.25の賃金の支払いは必要）

　長時間労働を抑制し、労働者の健康確保や、仕事と生活の調和を図ることを目的とする「労働基準法の一部を改正する法律」（平成20年法律第89号）が、平成
20年12月12日に公布され、平成22年4月1日から施行されます。
　このリーフレットでは、改正のポイントを解説しています。内容をご理解いただき、長時間労働の抑制等に向けて積極的な取り組みをお願いします。

s富士山系湧水栽培クレソンの未利用部位を用いた漬物の商品化

　3月19日（木）、関東経済産業局において、第3回「農商工等連携事業計画」の認

定書交付式が行われ、山梨県内からは、㈱みしな食品（共同申請者大辻クレソン）

など３件が認定を受けた。

　この認定は、中小企業者と農林漁業者が連携して行う事業を支援するため施

行された農商工等連携促進法により行われ、国の設備投資減税制度や政府系金

融機関による低利融資制度等の補助・支援事業の適用対象となっている。

 認定の概要

●中小企業者と農林漁業者の連携の経緯
　食に対する安全、安心、健康志向、㈱みしな食品では、消費者嗜好の多様化に対
応した新しい商品開発を模索していたところ、図1、2のようにクレソンが高い
機能性を有している事を知った。そこで、山梨県道志村で長年にわたりクレソ
ンを栽培している大辻クレソンを、山梨県中小企業団体中央会から紹介され、
連携するに至った。

●新商品又は新役務の内容とその市場性・競争力
　市場にて食の安全・安心志向、健康志向が高まる中、ポリフェノール含有量が
多いクレソンの漬物は、高級漬物ブランドとして位置づけられものと期待でき
る。
　山梨県工業技術センターにおける試験研究によると、クレソンは、人の健康
における抗酸化、高血圧予防および抗アレルギー性効果を有するポリフェノー
ル含量が高いことが明らかになっており、本事業では、これらの機能性効果を

充分活用した日本初のクレソン
漬物数種を開発することで新た
な需要開拓が大いに期待できる。

認定式

1ヶ月に60時間を超える時間外労働を行う場合…50％以上 （改正法第37条第1校、第138条）

割増賃金の支払いに変えた有給の休暇の仕組みが導入されます。 （改正法第37条第3項）

※ 猶予される中小企業

【図】割増賃金の支払いに代えた有給の休暇の
　　仕組み

支払われる賃金
1.5

（50％の割増賃金）

1.25
（25％の我増賃金）

通常の賃金

0時間 60時間 （76時間）1ヶ月の
時間外
労働

事業場労使協定を締結すれば、割増
賃金の支払いに代えて、有給の休暇
付与も可能

時間外労働なし

　山梨県中小企業団体中央会では、この認定の支援を行っておりますので、農

林漁業者との連携を検討している中小企業者よりの相談をお待ちしております。

　■連絡先　山梨県中小企業団体中央会　連携支援課　TEL055-237-3215
※出典　山梨県工業技術センター研究報告（平成17年）

図1　野菜類のポリフェノール含量 図2　野菜類の抗酸化活性
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図3　実施計画工程表

富士山系湧水栽培クレソンの未利用部位を用いた漬物の商品化

山梨県工業
技術センター

・成分分析
・加工技術
・保存技術等に
関する指導・
助言

漬物製造

㈱みしな食品

◎高機能性保持漬物の開
発・製造

・含有ポリフェノールの高
効率利用技術

・原材料保存技術
・機能性成分保存技術
・加工工程省力化技術

◎包装関連
・漬物の命名
・パッケージデザイン

クレソン栽培

大辻クレソン

◎高品質クレソン栽培
・無(低)農薬栽培
・土壌改良・散水法の確立

◎クレソン生産量・収穫
の増大

・遊休農地借用による栽培
地拡張

・四季無変動クレソン生産
法の検討

・省力化による収穫効率化
・鳥害対策

◎夏季における収穫クレ
ソンの長期保存

・保冷装置、冷蔵装置の導入

◎農業後継者の育成
・地域クレソン生産者の連
携体模索

・魅力的農産物生産システ
ムの確立

山梨県総合農業
技術センター

・栽培技術
・土壌分析
・農地拡大
・後継者問題等
に関する指導・
助言

山梨県中小企業
団体中央会

・経営・PRに関
する指導及び
助言

PR・販路

消費者

◎PR
・清浄湧水での栽培（安心・安全）
・高ポリフェノール含有量
・加工工程省力化技術
 （抗酸化性、高血圧予防、抗エネルギー効果）

◎販路拡大・メジャー化
・マスコミ利用（新聞・テレビ等）
・全国レベルでの展覧会出品
・IT（ホームページの開設）

県内外（全国）中高年女性ターゲット



　大熱狂したWBCも日本の2
連覇で幕を閉じました。 
  感動をもらっただけでなく、
改めて多くのことを学んだ大
会でしたね･･･
　さて次は選抜高校野球、優勝
はどの高校???

ご意見・ご要望は、
中小企業タイムズ編集班まで

TEL 055-237-3215   
FAX 055-237-3216
E-mail webmaster@chuokai-
yamanashi.or.jp

編 集 後 記

　山梨県中小企業団体中央会では、長年にわたり組合、青
年部、女性部活動に貢献した方を対象に表彰候補者を募集
しています。

平成21成 年1  年 6 月6 8月8日（月）8
アピオ （昭和町）

14:00～15:00　通常総会
15:10～16:30　表彰式
16:40～18:00　交流会

開 催 日

開催場所

開催日程

募集対象

募集締切

表彰式典

組合功労者、青年部功労者、女性部功労者、
優良専従職員

平成21年4月22日（水）

平成21年 6月8日（月）15:10～
●詳しくは、山梨県中小企業団体中央会総務課まで
　　　　　　　　　　　　　　　TEL.055-237-3215

古 守 公 博
参　事

佐 野 一 夫
組織推進部労働課　嘱託

（インターンシップ受入開拓事業コーディネーター）

鮎 澤 信 家
連携開発観光部連携支援課　嘱託

（地域力連携拠点事業応援コーディネーター）

竹 村 正 美
常務理事

女性部県大会を開催女性部県大会を開催

㈱くいだおれ
柿木道子会長

山梨県化粧品小売（協）
女性部長　渡辺真弓さん

（社）山梨県トラック協会
女性部会副部会長
藤木泰子さん

　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
女
性
部
会（
深
沢
紗

世
子
会
長
）
は
、
平
成
21
年

３
月
３
日
甲
府
市
湯
村「
甲

府
富
士
屋
ホ
テ
ル
」に
お
い

て『
出
会
い
は
　
未
来
へ
の

一
歩
』を
テ
ー
マ
に
第
９
回

県
大
会
を
開
催
し
、県
内
の

女
性
経
営
者
、経
営
者
パ
ー

ト
ナ
ー
、組
合
の
女
性
役
職

員
な
ど
約
80
名
が
参
加
し
た
。

　
基
調
講
演
は
、
大
阪
・
道

頓
堀
で
昨
年
７
月
惜
し
ま

れ
な
が
ら
閉
店
し
た「
㈱
く

い
だ
お
れ
」の
柿
木
道
子
代

表
取
締
役
会
長
が
、「
浪
速

の
く
い
だ
お
れ
物
語
〜
未

来
へ
挑
戦
〜
」と
題
し
て
行

っ
た
。

　
冒
頭
、「
山
梨
の
皆
さ
ん
、

お
変
わ
り
な
い
で
す
ね
!!
」

と
懐
か
し
げ
に
参
加
者
に
挨
拶
を
し
た
。

　
2
0
0
3
年
山
梨
県
で
開
催
し
た「
全

国
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
」へ

誕
生
し
た
ば
か
り
の
大
阪
レ
デ
ィ
ー
ス

中
央
会
の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
経
緯

が
あ
る
。
柿
木
会
長
は
軽
快
な
口
調
で
、

持
ち
前
の
行
動
力
と
探
求
心
で
走
り
続

け
て
き
た
女
将
と
し
て
の
25
年
間
を
振

り
返
っ
て
、「
私
は
仕
事
に
生
か
さ
れ
て

き
た
ん
や
な
ぁ
と
、改
め
て
感
じ
て
い
ま

す
。」と
し
み
じ
み
語
っ
た
。ま
た
、「
く
い

だ
お
れ
太
郎
」の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
今
後
の

運
営
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
、会
場
か
ら
終

始
笑
い
が
絶
え
な
か
っ
た
。

　
経
験
発
表
で
は
、山
梨
県
化
粧
品
小
売

協
同
組
合
女
性
部
長
の
渡
辺
真
弓（
ユ
ア

シ
セ
イ
ド
ウ
み
つ
み
）さ
ん
が
経
営
者
の

立
場
か
ら
、「
ど
ん
な
時
も
家
族
の
応
援

な
し
で
は
、今
日
の
日
は
迎
え
ら
れ
な
か

っ
た
。感
謝
！
感
謝
で
す
。ま
た
、地
域
に

根
ざ
し
た
店
も
一
代
限
り
と
諦
め
か
け

た
時
、お
嫁
さ
ん
か
ら
の
跡
継
ぎ
の
申
し
出
に
は
、感
激
で
今
ま
で
の
苦
労
が

報
わ
れ
た
思
い
で
し
た
。こ
れ
か
ら
は
、サ
ポ
ー
ト
に
廻
っ
て
多
く
の
こ
と
を

伝
え
て
行
き
た
い
。」と
半
生
を
振
り
返
り
な
が
ら
語
っ
た
。経
営
者
サ
ポ
ー
ト

の
立
場
か
ら
は
、社
団
法
人
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
女
性
部
副
部
会
長
の
藤
本

泰
子（
㈲
藤
本
運
送
）さ
ん
が
、「
親
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
始
め
た
物
流
事
業

だ
っ
た
が
、あ
る
日
、夜
遅
く
疲
れ
て
帰
っ
て
来
る
と
車
庫
の
前
で
、父
が
笑
顔

で
迎
え
て
く
れ
た
。こ
の
父
の
想
い
を
絶
対
に
忘
れ
な
い
た
め
に
、父
の
名
を

一
文
字
も
ら
い
屋
号
に
し
た
。」な
ど
、エ
ピ
ソ
ー
ド
や
後
継
者
の
育
成
秘
話
な

ど
を
熱
く
語
っ
た
。

　
交
流
会
で
は
、宮
川
睦
武
名
誉
会
長
、講
師
の
柿
木
道
子
会
長
を
囲
み
和
や

か
に
談
笑
が
行
わ
れ
た
。


